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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 農業経営特別対策資金の対応   ＪＡ名 ＪＡ京都やましろ（京都府）  

１ 動機 

（経緯） 

農業環境の悪化、農産物価格低迷等で、農業経営に深刻な影響を受けておられる

組合員に対し、農業経営の維持安定を図る目的で、低利の運転資金「農業経営資

金（特別対策）」による対応をおこないました。 

２ 概要 農業経営資金（特別対策）の概要 

貸付対象者 ・農業者（貸付時 20 歳以上最終償還時 78 歳未満） 

・前年度農業収入 150 万円（税込）以上の組合員 

資金使途 農業運転資金（燃料費、肥料代、農薬代、資材費、雇用労賃、

動力・光熱費、処理加工代） 

限度額／期間 300 万円以内／3年以内（据置無し） 

貸付金利 ＪＡ所定利率（固定金利） 

返済方法 

担保／保証人 

元金・元利均等返済（年１回、年２回、毎月返済） 

原則無担保・無保証人（京都府農業信用基金協会保証が必要）

保証料 0.5%（貸付時一括先払い） 

※平成25年 7月 1日～平成26年 3月 31日の期間において上記資金で対応する予

定です。（貸付対象者を前年度農業年収 150 万円（税込）以上の組合員とするとと

もに、基金協会保証を付さないプロパー資金や共済担保貸付での対応もおこない

ます）。 

３ 成果 

（効果） 

農業経営資金（特別対策）の実行実績（前々年度まで） 

 22 年度 23 年度 24 年度 累 計 

件数 32 件 40 件 11 件 83 件

金額 6,303 万円 9,068 万円 1,963 万円 17,334 万円

経営環境の厳しいなか低利の運転資金を提供し、農家の農業生産・販売に寄与し

ました。 

４ 今後の

予定（課題） 

地域農業の振興を図るため営農経済部門（ＴＡＣ）との連携を強化することによ

り､農業者の資金ニーズを的確に把握し農業メインバンク機能の強化に努めます。

 

 

 


